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注
1) Mongolian language (07:37, 5 August 2022 UTC) によると “Across the whole of 

China, the language is spoken by roughly half of the country's 5.8 million ethnic 

Mongols (2005 estimate)” とのことで、推計 300 万人程度としたが、正確な話者
の人数は不明である。

2) “The Mongolian and Todo scripts use a set of ten digits derived from the Tibetan 

digits. In vertical text, numbers are traditionally written from left to right across the 

width of the column. In modern contexts, they are frequently rotated so that they 

follow the vertical flow of the text.” (Unicode Consortium, 2021a, p.557) と書かれ
ている。しかし章を表記するために書かれることはあっても数詞として文章中に
モンゴル数字が書かれることはほとんどなかったのではないかと思われる。なお
現代ではモンゴル国においてモンゴル数字がモンゴル文字印刷物の本文中で使わ
れることがあり、その場合は右に 90 度倒して行の進む向きに合わせて使うよう
である。
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モンゴル語の発音について
この本では、モンゴル語の発音は、モンゴル国で主に話されているハルハ方言を基

準にして書きました。単語の発音についてはネットのМонгол хэлний их тайлбар 

толь (Монгол толь, n.d.) で音声を聞いてそれっぽいカタカナを振ったりしています
が、カタカナでは正確な音が表せないので、発音を知りたい方はそちらのサイトを参
照してください。

ハルハ方言は国際的にもモンゴル語標準語としての地位をもっています。一方で、
中国国内ではいくつかのモンゴル語方言が話されていますが、主に内モンゴル地区で
話されているチャハル方言が、中国におけるモンゴル語の標準語に選ばれています。
また、中国はモンゴル語の「標準音」を制定していますが、フフバートルによると「注
意すべきことは、中国におけるモンゴル語はチャハル方言の発音そのものではないと
いうことである。中国領内のモンゴル語標準音は次の原則により定められている。

標準音地域（チャハル）の音韻体系を基礎とすると同時に、モンゴル文語の音韻体
系を規範とし、現代モンゴル語の普遍的な特徴を考慮する。

したがって、チャハル方言の個性的な部分は標準音から排除され、結果的には、中
国領内のモンゴル語標準音とはいえ、その音韻体系がモンゴル国の標準語であるハル
ハ方言の音韻体系とほとんど同じものになっている。両者の主な音韻的違いは、「標
準音」の [tʃ] と [dʒ] にハルハ方言ではそれぞれ [ts] と [tʃ]、[dz] と [dʒ] の二つずつ
の破擦音が対応することだけである。実際に、両側のモンゴル語の話し手たちは相互
の発音の主な違いはこれだけだという意識を持っている。」（フフバートル，1993， 
p.13）のだそうです。

図 1　モンゴル語の母音字と発音の対応
（［塩谷・中嶋， 2011］［「Mongol/ 蒙汉词典」 ， n.d.］より作成 )

ここで、ハルハ方言と中国標準音の発音の違いを図 1 に示します。両者で微妙にず
れがあるのが見て取れるかと思います。この他に二重母音にも発音の違いがあるよう
です。とはいえ、個人差もあり、子音等の環境が違うと発音が変わったりするのでな
んとも言えません。1940 年代以前の日本のモンゴル語教科書・辞書等を見ると、　を
エでない特殊な音として書いていて、内モンゴルの言語を書いているのだとわかりま
す（日本は内モンゴルのあたりを支配しようとしていたので当然ですが）。最近のモ
ンゴル語教科書は外モンゴルのハルハ方言を扱っているものがほとんどです。

ちなみに外来語のオ・ウ音を表記する際には o (о) と ü (ү) を使います。また、モン
ゴル語のキリル文字表記はロシア語の文字に ө, ү の二文字を追加したものですが、
ロシア語ではоが [o]、уが [u] を表すので、モンゴル語とロシア語の間でも文字と発
音の対応にずれがあります。ややこしい。このためモンゴル語固有の語とロシア語か
らの外来語とでуの発音が 2 通りになるという現象が生じています。

モンゴル文字の国による手書きの字体差
フフバートル（1997）によると、モンゴル文字は現在の中国で使われるものと、

モンゴル国で使われるものとで書き方に差があるようです。モンゴル国のものは中国
側で昔使われていたものでもあり、モンゴル側を「旧型」、中国側のを「新型」と呼
称しています。
「新型」では「旧型」に比べて払いが短かったり、点を打つ場所が違っていたり、

文字の形が微妙に異なっていたりするようです。また、二重母音を構成するyiは「旧型」
では 2 本の線を両方とも長く書く一方、「新型」では y にあたる部分を短く書くなど
の違いがあるようです。図 2を参照。

図 2　モンゴル文字手書きの字形差の例
（［フフバートル，1997， p.10］より引用）

ᠡ
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中国におけるモンゴル語教育の縮小
2020 年に、中国の内モンゴル自治区において、学校においていくつかの科目を中

国語で行うよう通達があったとのことです（Human Rights Watch, 2020/9/4）。
中国の民族学校には、「中国語を中心とした教育で、民族語（モンゴル語）も学ぶ」

という学校と、「授業を基本的に民族語（モンゴル語）で教える学校」とがあります。
この影響を受けるのは後者の学校です。

これによりモンゴル語母語教育が縮小され（段階的に禁止され最終的に完全に廃止
される可能性もあるかもしれません）、モンゴル語を母語とする人たちにとって言語
を継承することが難しくなる懸念があります。

このため、モンゴル文字を読み書きできる人口の減少が加速する可能性があり、注
視していく必要があります。

モンゴル文字学習おすすめ参考書
まずは塩谷・中嶋（2011）『モンゴル語』が、手に入りやすく、モンゴル文字とキ

リル文字を同時に学べ、モンゴル文字の書き方がよくわかるのでおすすめです。ただ
し挨拶表現の紹介があまりなかったり、動詞が後回しになっていてかなり進めないと
文を読み書きできなかったりするので、『ニューエクスプレス　モンゴル語』などの
キリル文字表記のモンゴル語入門書をやって文法に慣れてから取り組んだ方が身に入
りやすい気はします。

最近知ったのですが、服部（1946）『蒙古字入門』も、古い本ではあるものの、講義ノー
トベースで、モンゴル文字について簡潔でわかりやすく解説されていて良いです。ガ
リック文字などの解説もあります。国会図書館の図書館送信・個人送信資料として閲
覧可能なので見てみると良いと思います。

Kullmann & Tserenpil (2015) Mongolian Grammar も、解説は英語ですが、モ
ンゴル文字・キリル文字が併記してあって、塩谷・中嶋（2011）にない内容もいろ
いろ細かく書いてあるのでよさそうな気はします。ただし入手が面倒で、出版社に直
接注文するか、あるいは Amazon 等で高値転売してるところから買うかしないとい
けない感じです。

日本語の辞書としては小沢（2012）『現代モンゴル語辞典』が定番で、３万円する
のでかなり高価ではありますが、モンゴル文字のラテン文字転写が載っているので、
モンゴル文字文献を調べる際にも役立ちます。

中国語だと内蒙古大学出版社の『蒙汉词典』が定番なんでしょうか、よく名前を聞
く気がします。見出し語はモンゴル文字表記で、ラテン文字転写や発音も書いてあっ
て便利です。「Mongol/ 蒙汉词典」 (n.d.)でWebで引けるっぽいです。
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あとがき
2019 年のコミケでこの本のパイロット版を出して、その時は縦書きにしていまし

た。理由はモンゴル文字が縦書きなので相性がいいかと思ったからなのですが、実際
はラテン文字転写を扱う方が多かったので、横書きの方がやりやすいとわかりました。
そういうわけで今回は全面的に描き直して横書きにした感じになります。

構想から 5 年程度かかったものの、モンゴル文字に関する解説から現在のコン
ピュータ上での利用の現状についてまである程度書けたかな、という気がします。と
はいえ簡潔に説明するために省いた点や、解説すべきだとは思うものの時間が足りな
かったりして十分描けなかった点も多く、更なる解説が必要かなと思います。とはい
え本書を通じてモンゴル文字に興味を持ってくれる人が増えるとうれしいなと思いま
す。

制作に際して、ラテン文字、キリル文字、モンゴル文字、中国漢字などを扱わない
といけなくて大変でした。特に制作に使っている Adobe のソフト（まあまだ CS6 な
んですが…）がモンゴル文字に全く対応してない（文字の形が変化せず、前後に繋が
らない）ので結構苦労しました。Inkscape でアウトライン化した SVG を Illustrator
で読み込み、Photoshop に貼り付けるという手順でモンゴル文字のフォントを利用
しています。Adobe ソフトの多言語対応も進んできているようなので、モンゴル文
字にも対応してくれるといいですね。

2022 年 8 月 8 日朝 4 時 　著者記す
第 2版発行に際して　

誤字・誤記等の修正を行いました。
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